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〈他者〉を楽しみ続ける音楽科の授業づくり 

－音楽づくりに重点を置いてカリキュラムを編む－ 

 

音楽科研究部  

 

１ 新たな表現をする自分・友達に出合い，音楽のよさを見いだすこと 

 本校の研究テーマ「〈他者〉を楽しみ続ける子どもの育成」のもと，音楽科では，〈他

者〉を特にどのようになるか分からない即興的性質と設定し，その場で生まれる音楽

に没頭し，多様な表現のアイデアか



図１ TAS モデル（坪能 2020） 

得していたかを教師は見取った。カリキュラム上では，音楽的感覚が一時間や一題材

で身につけるものではなく，ゆるやかに育まれるものであるという性質を考慮して日

頃の常時活動と連動することが不可欠であった。また，即興演奏の最中にも音楽的感

覚は育まれ，失敗が存在しないからこそ活動の中でゆるやかに身につけていくことが

許容されるという教育的価値があった。 

手立てとしては，子どもの創造性を育むことを目

指した「TAS モデル」を参考にした（坪能 2020）。TAS

モデルとは，授業者の T（teacher），A（Adviser＝

音楽研究者や作曲家），S（Supporter＝演奏家）の３

つの役割を明確化したものである。TAS モデルの実

践では，①演奏によって学びを深める役割，②活動

を音や音楽によって支える役割，③憧れや意欲を持

たせる役割として S が機能していたと報告された。創造性をあくまで子ども達が発揮

することを重視していたために，これまでは教師の表現を聴かせることを避けていた

が，子どもから表現のアイデアが出尽くした頃に，不足している表現を補ったり豊か

にしたりするための意図的な演奏を教師が行い，言葉を用いない指導の効果をねらっ

た。 

 

(2)技能【基本】と連動させて音楽づくりの題材を仕組む 

即興演奏でなくとも，音楽づくり（ここでは自分が決めた一つの表現を完成させる

こと）の過程では，色々な発想で試行錯誤する活動が行われており，その過程は即興

的ともいえる。即興的に試したりお気に入りの表現を実現したりするためには，基本

となる技能が必要である。「誰にでもできる」ことは，失敗の存在しない即興演奏のス

タイルで可能でもあり，誰もが習得しつつある技能が前提にあれば可能である。特に，

基本的な技能のみでできる音楽づくりの条件は，情報過多になりがちな表現をシンプ

ルにさせ，適切な〈他者＝新たな表現〉に注目して聴くことを促した。カリキュラム

全体を圧迫しないように基本的な技能を育成する題材との連動を密にすることは，「誰

にでもできる」音楽づくりの達成につながった。 
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